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　ニプロンが開発したAC/DC（交流/直流）スイッチング電源「OZP-350
シリーズ」は業界最高水準となる95%の変換効率を達成した。業界大手の
競合品に比べ効率は6ポイント向上。300ワット出力時で電力損失を約55%
削減できる。従来品との置き換えにより各種産業機器の省エネルギー化に
貢献すると期待されている。
　電力損失が少ないため電源温度の上昇を抑えられるのも特徴で、連続350ワット出力までは寿命部品である冷
却ファンを不要とした。また、熱影響の低減は電源および装置全体の長寿命化にもつながっている。
　効率改善は主インバーター回路やスイッチングトランス部など設計回路の全面的な見直しで実現した。構成が
複雑化することから他社が取り入れていない高効率化回路やパワー半導体などの新規デバイスを積極的に採用す
る一方、独自の生産システムの活用で製造コストの低減を図った。
　ピーク出力は600ワットで、ファン冷却時は連続500ワット出力で使用できる。最大5台まで並列運転が可能な
点も競合品にないメリット。待機電力は100ボルト入力時に0.05ワット、200ボルト入力時に0.21ワットと極少で、
装置の待機時間が長い用途でも大きな省エネ効果が期待できる。
　2012年4月の発売以来、約100社にサンプル出荷済み。最高95%の変換効率というインパクトが大きく、従来
取引がなかった企業からも引き合いが増えているという。今後、搬送装置や計測機器、医療機器など直流電源を
必要とするあらゆる用途に売り込んでいく考え。2015年度に年間5万台の販売目標を掲げている。
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　岡谷熱処理工業はプレス加工用金型材の熱処理における歪み（ひずみ）をA3
判の大きさで、0.01ミリ〜0.03ミリメートルに抑える技術を開発した。歪みを抑
える最適な熱処理温度と金型材にかける圧力の大きさをデータ化。このデータと
独自開発した歪み修正装置「アルフラット」を使い、熱処理温度と加圧力を自在に可変し、金型材の歪み修正処
理を行う。
　従来、歪みを修正する方法は金型材に鉄で圧力を加え、焼き戻すプレステンパー方式が一般的。同方式では、
A3判の大きさで0.3ミリ〜0.8ミリメートルの歪みが生じてしまう。この歪みを修正するため、平面研磨が必要と
なるが、熱処理後の加工は金型に加工応力が残り、経年変化によって誤差が生じることが多い。
　金型材に歪みが少ないと平面研磨などの時間短縮につながり、金型に加工応力が多く残らない。経年変化の誤
差が少なく抑えられ、工具の摩耗、納期短縮に貢献する。また、平面研磨のための「研磨しろ」を最小限にでき
ることから、材料費削減効果もある。
　同社では高硬度材のSKDについて、2011年から歪み修正の受託加工をスタート。安価で歪み抑制の難易度の
高いSK・SKS鋼は12年7月からテスト加工、11月から本格受注を開始した。対応可能な金型材料のサイズは500
ミリ×500ミリメートル、厚さは約100ミリメートル。
　西澤社長は今後の事業展開について「装置販売も視野に入れ、当社の売り上げ拡大とともに、国内の金型業界
に貢献したい」としている。
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